
平成 22 年 11 月 8 日

各　　位

会 社 名 日立工機株式会社

代 表 者 名 取締役社長　加藤　清

（コード番号 ６５８１　東証・大証１部）

問 合 せ 先 広報室長　吉成　雅人

(TEL.03‐5783‐0601)

（訂正）「平成 22 年 3 月期　第２四半期決算短信」の一部訂正について

当社は、平成 22 年 11 月 1 日付「当社連結子会社の不適切な取引および会計処理に関する調査結果等

について」において、過年度決算の訂正につきましては、確定次第速やかに開示する旨、お知らせいた

しました。このたび、その具体的な訂正内容が確定いたしましたので下記のとおりご報告いたします。

訂正個所を含むページについては訂正前と訂正後をそれぞれ添付し、訂正個所には　　　　　（アン

ダーライン）を付して表示しております。

記

１．訂正を行う決算短信

　　　決算期　平成 22 年 3 月期　第２四半期決算短信

　　　発表日　平成 21 年 10 月 28 日

２．訂正の理由

　　　当社連結子会社において不適切な取引および会計処理があったため。

　　　詳細は、平成 22 年 11 月 1 日付「当社連結子会社における不適切な会計処理に関する調査結果等

　　について」をご参照ください。

以　上
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【訂正前】（1 ページ）

平成 22 年 3 月期  第 2 四半期決算短信

平成 21 年 10 月 28 日
　　　　
上場会社名 日立工機 上場取引所　東 大
コード番号 6581　　　 URL　http://www.hitachi-koki.co.jp/
代表者 （役職名）取締役社長　　　　　　　　　　　（氏名）小西  康之

問合せ先責任者 （役職名）総務本部　広報室長              （氏名）山崎  晋吾        TEL 03ー5783 ー0601
四半期報告書提出予定日 　平成 21 年 11 月 11 日  配当支払開始予定日　　　　　平成 21 年 11 月 27 日

（百万円未満切捨て）

１．平成 22 年 3 月期第 2 四半期の連結業績（平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日）
(1)　連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22 年 3 月期第 2 四半期 58,295 △30.8 2,738 △74.8 2,812 △71.9 1,638 △76.0

21 年 3 月期第 2 四半期 84,207 － 10,888 － 10,009 － 6,834 －

１株当たり四半期純利益 潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

22 年 3 月期第 2 四半期 16.16 16.16

21 年 3 月期第 2 四半期 67.42 67.41

(2)　連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22 年 3 月期第 2 四半期 148,499 112,402 75.1 1,099.34

21 年 3 月期 152,553 112,275 73.0 1,097.81
（参考）自己資本 22 年 3 月期第 2 四半期 111,474 百万円 21 年 3 月期 111,303 百万円

２．配当の状況

１株当たり配当金
第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 合計

　円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21 年 3 月期 11.00 13.00 11.00 6.00 41.00

22 年 3 月期 6.00 6.00
22 年 3 月期
（予想）

6.00 6.00 24.00

（注）配当予想の当四半期における修正の有無　：　無
21 年 3 月期 第 2 四半期末配当金の内訳 普通配当 11 円 00 銭、記念配当 2 円 00 銭

　　　　　　　

３．平成 22 年 3 月期の連結業績予想（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）
（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 129,000 △9.2 7,000 △42.7 6,800 △32.1 4,150 △17.6 40.93

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無　無
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【訂正後】（1 ページ）

平成 22 年 3 月期  第 2 四半期決算短信

平成 21 年 10 月 28 日
　　　　
上場会社名 日立工機 上場取引所　東 大
コード番号 6581　　　 URL　http://www.hitachi-koki.co.jp/
代表者 （役職名）取締役社長　　　　　　　　　　　（氏名）小西  康之

問合せ先責任者 （役職名）総務本部　広報室長              （氏名）山崎  晋吾        TEL 03ー5783 ー0601
四半期報告書提出予定日 　平成 21 年 11 月 11 日  配当支払開始予定日　　　　　平成 21 年 11 月 27 日

（百万円未満切捨て）

１．平成 22 年 3 月期第 1 四半期の連結業績（平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日）
(1)　連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22 年 3 月期第 2 四半期 56,168 △32.0 2,182 △78.5 2,256 △75.6 724 △87.6

21 年 3 月期第 2 四半期 82,634 － 10,143 － 9,264 － 5,840 －

１株当たり四半期純利益 潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

22 年 3 月期第 2 四半期  7.14 7.14

21 年 3 月期第 2 四半期 57.62 57.59

(2)　連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22 年 3 月期第 2 四半期 145,784 108,216 73.6 1,058.06

21 年 3 月期 149,675 109,036 72.2 1,065.85
（参考）自己資本 22 年 3 月期第 2 四半期 107,288 百万円 21 年 3 月期 108,063 百万円

２．配当の状況

１株当たり配当金
第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 合計

　円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21 年 3 月期 11.00 13.00 11.00 6.00 41.00

22 年 3 月期 6.00 6.00
22 年 3 月期
（予想）

6.00 6.00 24.00

（注）配当予想の当四半期における修正の有無　：　無
21 年 3 月期 第 2 四半期末配当金の内訳 普通配当 11 円 00 銭、記念配当 2 円 00 銭

　　　　　　　

３．平成 22 年 3 月期の連結業績予想（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）
（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 129,000 △7.3 7,000 △36.9 6,800 △23.5 4,150 17.5 40.93

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無　無
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 当第２四半期（６ヶ月累計）の売上高は、各地域で販路の強化等を進めた結果、堅調なドイツを筆頭に西欧やロシ

アで成果が出始め業績は概ね回復基調になってまいりましたが、日本や北米、東欧において当初予想よりも厳しい状

況が続いたため、５８２億９千５百万円（前年同期比３１％減）となりました。 

 利益面においては、最適地生産や原価低減を推進し収益の確保を図りましたが、前年同期に比べ売上高が大幅に減

少したことに加え、円高の影響を受けたことから、営業利益２７億３千８百万円（前年同期比７５％減）、経常利益

２８億１千２百万円（前年同期比７２％減）、四半期純利益１６億３千８百万円（前年同期比７６％減）となりまし

た。 

 しかしながら、これらを四半期単位でみますと、当第２四半期（３ヶ月累計）の売上高は前四半期比６％増、営業

利益、経常利益、四半期純利益はいずれも２倍以上増加するなど、２四半期続けて改善しました。 

  ［セグメント別状況］ 

  ①電動工具事業 

   日本においては、ホームセンタールートでの拡販や低シェア店・新規販売店の攻略などに努めたものの、住宅投資

  や設備投資の低迷が続き、売上高は前年同期比１７％の減少となりました。  

   北米地域においては、長期化する景気停滞や住宅投資低迷の影響を大きく受ける中、ホームセンタールートの強化

  や新規販売ルートの開拓、エンジン工具、リチウムイオン電池製品の拡販による売上の底上げを進めましたが、売上

  高は前年同期比２５％の減少となりました。 

   欧州地域においては、西欧を中心に大手ホームセンターなどとの取引は進んだものの、ロシア、東欧市場が大きく

  縮小したことや為替の大幅な変動の影響を受け、売上高は前年同期比４３％の減少となりました。 

   アジア、その他地域においては、中近東、インドなどでは着実に売上を確保しましたが、為替の影響などから全体

  では売上高は前年同期比３４％の減少となりました。 

   その結果当事業の業績は、売上高５５５億８千１百万円（前年同期比３２％減）、営業利益２０億４千８百万円 

  （前年同期比８０％減）となりました。 

  ②ライフサイエンス機器事業 

   日本においては、市場の冷え込みにより、競争が激化し厳しい状況が続きましたが、海外においては、厳しい市場

  環境の中にあって、欧州でのワクチン生産用連続超遠心機およびアジアでの大容量冷却遠心機の売上が寄与したこと

  などにより、当事業の業績は、売上高２７億１千４百万円（前年同期比２％減）、営業利益６億９千万円（前年同期

  比７％減）と軽微な減少にとどまり、営業利益率は引き続き高水準を維持しました。  

  

 ２．連結財政状態に関する定性的情報 

(1)資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期末における総資産は、１,４８４億９千９百万円であり、前連結会計年度末に比べて４０億５千３百

万円の減少となりました。このうち、流動資産は１,１３２億６千６百万円となり、３１億５千９百万円減少しまし

た。これは主に、売上が底を打ったことや生産調整を継続したことにより棚卸資産が減少したことによるものです。

 負債は、３６０億９千６百万円であり、４１億８千万円減少しました。これは主に、生産調整の継続により支払手

形及び買掛金が減少したことによるものです。 

 純資産は、１,１２４億２百万円であり、１億２千６百万円増加しました。  

(2)キャッシュフローの状況 

 営業活動によるキャッシュフローについては、棚卸資産の減少３７億３千４百万円、税金等調整前四半期純利益 

３０億７千９百万円などにより、６２億３千９百万円の収入となりました。 

 投資活動によるキャッシュフローについては、有形固定資産の取得による支出７億５千１百万円などにより、 

１０億３千１百万円の支出となりました。 

 財務活動によるキャッシュフローについては、配当金の支払１２億２千万円などにより、１０億４千万円の支出と

なりました。  

 以上の結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は、前年度末残高から４３億９千９百万円増加し、２１０億８千

８百万円となりました。 

  

 ３．連結業績予想に関する定性的情報  

 当面の経済状況をみますと、大恐慌並みのペースで進んだ世界経済の急降下は、各国の財政金融政策がある程度奏

功し、ようやく下げ止まったものと思われます。しかしながら、景気回復の歩みは遅く、先行きについては依然とし

て不透明で決して予断を許さない状況にあります。 

［当社グループの施策］ 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報
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定性的情報・財務諸表等 

１．連結経営成績に関する定性的情報  

 当第２四半期（６ヶ月累計）の売上高は、各地域で販路の強化等を進めた結果、西欧やロシアで成果が出始め業績

は概ね回復基調になってまいりましたが、日本や北米、東欧において当初予想よりも厳しい状況が続いたため、５６

１億６千８百万円（前年同期比３２％減）となりました。 

 利益面においては、最適地生産や原価低減を推進し収益の確保を図りましたが、前年同期に比べ売上高が大幅に減

少したことに加え、円高の影響を受けたことから、営業利益２１億８千２百万円（前年同期比７８％減）、経常利益

２２億５千６百万円（前年同期比７６％減）、四半期純利益７億２千４百万円（前年同期比８８％減）となりまし

た。 

 しかしながら、これらを四半期単位でみますと、当第２四半期（３ヶ月累計）の売上高は前四半期比７％増、営業

利益、経常利益、四半期純利益はいずれも大幅に増加するなど、２四半期続けて改善しました。 

  ［セグメント別状況］ 

  ①電動工具事業 

   日本においては、ホームセンタールートでの拡販や低シェア店・新規販売店の攻略などに努めたものの、住宅投資

  や設備投資の低迷が続き、売上高は前年同期比１８％の減少となりました。  

   北米地域においては、長期化する景気停滞や住宅投資低迷の影響を大きく受ける中、ホームセンタールートの強化

  や新規販売ルートの開拓、エンジン工具、リチウムイオン電池製品の拡販による売上の底上げを進めましたが、売上

  高は前年同期比２５％の減少となりました。 

   欧州地域においては、西欧を中心に大手ホームセンターなどとの取引は進んだものの、ロシア、東欧市場が大きく

  縮小したことや為替の大幅な変動の影響を受け、売上高は前年同期比４６％の減少となりました。 

   アジア、その他地域においては、中近東、インドなどでは着実に売上を確保しましたが、為替の影響などから全体

  では売上高は前年同期比３３％の減少となりました。 

   その結果当事業の業績は、売上高５３４億５千４百万円（前年同期比３３％減）、営業利益１４億９千２百万円 

  （前年同期比８４％減）となりました。 

  ②ライフサイエンス機器事業 

   日本においては、市場の冷え込みにより、競争が激化し厳しい状況が続きましたが、海外においては、厳しい市場

  環境の中にあって、欧州でのワクチン生産用連続超遠心機およびアジアでの大容量冷却遠心機の売上が寄与したこと

  などにより、当事業の業績は、売上高２７億１千４百万円（前年同期比２％減）、営業利益６億９千万円（前年同期

  比７％減）と軽微な減少にとどまり、営業利益率は引き続き高水準を維持しました。 

  

２．連結財政状態に関する定性的情報 

(1)資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期末における総資産は、１，４５７億８千４百万円であり、前連結会計年度末に比べて３８億９千１百

万円の減少となりました。このうち、流動資産は１，１０５億５千１百万円となり、２９億９千６百万円減少しまし

た。これは主に、売上が底を打ったことや生産調整を継続したことにより棚卸資産が減少したことによるものです。

 負債は、３７５億６千７百万円であり、３０億７千１百万円減少しました。これは主に、生産調整の継続により支

払手形及び買掛金が減少したことによるものです。 

 純資産は、１，０８２億１千６百万円であり、８億１千９百万円減少しました。  

(2)キャッシュフローの状況 

 営業活動によるキャッシュフローについては、棚卸資産の減少２８億２百万円、税金等調整前四半期純利益 

２１億７千４百万円などにより、５５億８千８百万円の収入となりました。 

 投資活動によるキャッシュフローについては、有形固定資産の取得による支出７億５千１百万円などにより、 

１０億３千１百万円の支出となりました。 

 財務活動によるキャッシュフローについては、短期借入金の増加９億円などがあったものの、配当金の支払１２億

２千万円などにより、３億８千８百万円の支出となりました。  

 以上の結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は、前年度末残高から４３億９千９百万円増加し、２１０億８千

８百万円となりました。 

  

３．連結業績予想に関する定性的情報 

 当面の経済状況をみますと、大恐慌並みのペースで進んだ世界経済の急降下は、各国の財政金融政策がある程度奏

功し、ようやく下げ止まったものと思われます。しかしながら、景気回復の歩みは遅く、先行きについては依然とし

て不透明で決して予断を許さない状況にあります。 

［当社グループの施策］ 
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 電動工具事業では、日本、東欧などでは引き続き厳しい状況が予想されますが、欧米の主要市場では緩やかながら

も回復が見込まれ、新興国ではロシア市場で回復傾向があらわれるなど需要の拡大が期待されます。こうした状況

下、中国生産の本格稼動によるエンジン工具事業の大幅な拡大、リチウムイオン電池製品をはじめとしたコードレス

工具の拡販、大手ホームセンターや大手広域量販店を中心とした販売網の拡充、新規販路の開拓などをさらに推し進

め、売上の底上げを図ってまいります。 

 また、ライフサイエンス機器事業では、国内主要取引先での競争が一段と厳しさを増すことが見込まれるものの、

欧米での小形卓上超遠心機の新製品の拡販やアジア新興国での営業強化などを図り、売上を確保してまいります。 

 一方、為替変動等に耐え得る収益体制の確立とさらなる価格競争力の強化を目指し、最適地生産や徹底した原価低

減の推進を継続してまいります。  

［連結業績予想］  

   通期の連結業績につきましては、次の通り見込んでおります。なお、第３四半期以降の為替レートは１米ドル 

  ９０円、１ユーロ１３０円を前提としております。 

 （億円未満は、四捨五入して表示）

  

４．その他 

 （１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

   該当事項はありません。 

  

 （２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

②税金費用の計算 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しており

ます。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合に

は、法定実効税率を使用する方法によっております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

 （３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続き、表示方法等の変更 

   該当事項はありません。  

  

３．連結業績予想に関する定性的情報

  
  

09年度通期予想（億円）  

   ［ご参考］ 

08年度通期実績（億円）  

 売 上 高         1,290           1,420  

 営業利益           70           122 

 経常利益           68           100 

 当期純利益           42            50 
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 電動工具事業では、日本、東欧などでは引き続き厳しい状況が予想されますが、欧米の主要市場では緩やかながら

も回復が見込まれ、新興国ではロシア市場で回復傾向があらわれるなど需要の拡大が期待されます。こうした状況

下、中国生産の本格稼動によるエンジン工具事業の大幅な拡大、リチウムイオン電池製品をはじめとしたコードレス

工具の拡販、大手ホームセンターや大手広域量販店を中心とした販売網の拡充、新規販路の開拓などをさらに推し進

め、売上の底上げを図ってまいります。 

 また、ライフサイエンス機器事業では、国内主要取引先での競争が一段と厳しさを増すことが見込まれるものの、

欧米での小形卓上超遠心機の新製品の拡販やアジア新興国での営業強化などを図り、売上を確保してまいります。 

 一方、為替変動等に耐え得る収益体制の確立とさらなる価格競争力の強化を目指し、最適地生産や徹底した原価低

減の推進を継続してまいります。  

［連結業績予想］  

   通期の連結業績につきましては、次の通り見込んでおります。なお、第３四半期以降の為替レートは１米ドル 

  ９０円、１ユーロ１３０円を前提としております。 

 （億円未満は、四捨五入して表示）

  

４．その他 

 （１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

   該当事項はありません。 

  

 （２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

②税金費用の計算 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しており

ます。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合に

は、法定実効税率を使用する方法によっております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

 （３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続き、表示方法等の変更 

   該当事項はありません。  

  

  
  

09年度通期予想（億円）  

   ［ご参考］ 

08年度通期実績（億円）  

 売 上 高         1,290           1,392  

 営業利益           70           110 

 経常利益           68            88 

 当期純利益           42            35 
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（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

  
当第２四半期連結会計期間末

（平成21年９月30日）  

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表 
（平成21年３月31日）  

資産の部 

流動資産 

現金及び預金  9,543  12,620

預け金  11,545  4,068

受取手形及び売掛金  38,372  38,837

たな卸資産  48,073  51,801

繰延税金資産  4,436  5,365

その他  2,413 4,834 

貸倒引当金 △1,117 △1,102

流動資産合計  113,266  116,425

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物（純額）  11,979  12,239

機械装置及び運搬具（純額）  5,868  6,325

土地  3,429  3,427

その他（純額）  1,890  2,043

有形固定資産合計  23,167  24,035

無形固定資産 

のれん  5,166  5,278

その他  2,011  2,118

無形固定資産合計  7,178  7,396

投資その他の資産 

投資有価証券  1,303  971

従業員に対する長期貸付金  395  445

繰延税金資産  1,081  1,032

その他  2,110  2,248

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計  4,887  4,695

固定資産合計  35,232  36,127

資産合計  148,499  152,553
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 ５．四半期連結財務諸表 

  （１）四半期連結貸借対照表  

  

（単位：百万円）

  
当第２四半期連結会計期間末

（平成21年９月30日）  

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表 
（平成21年３月31日）  

資産の部 

流動資産 

現金及び預金  9,543  12,620

預け金  11,545  4,068

受取手形及び売掛金  34,312  35,404

たな卸資産  49,363  52,153

繰延税金資産  4,591  5,528

その他  2,272 4,834 

貸倒引当金 △1,076 △1,062

流動資産合計  110,551  113,547

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物（純額）  11,979  12,239

機械装置及び運搬具（純額）  5,868  6,325

土地  3,429  3,427

その他（純額）  1,890  2,043

有形固定資産合計  23,167  24,035

無形固定資産 

のれん  5,166  5,278

その他  2,011  2,118

無形固定資産合計  7,178  7,396

投資その他の資産 

投資有価証券  1,303  971

従業員に対する長期貸付金  395  445

繰延税金資産  1,081  1,032

その他  2,110  2,248

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計  4,887  4,695

固定資産合計  35,232  36,127

資産合計  145,784  149,675
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（単位：百万円）

  
当第２四半期連結会計期間末

（平成21年９月30日）  

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表 
（平成21年３月31日）  

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金  7,643  11,374

短期借入金  14,437  14,194

未払費用  7,270  6,792

未払法人税等  509  696

役員賞与引当金  42  83

その他  2,479  3,438

流動負債合計  32,382  36,579

固定負債 

退職給付引当金  3,079  3,101

役員退職慰労引当金  437  401

その他  197  194

固定負債合計  3,713  3,697

負債合計  36,096  40,277

純資産の部 

株主資本 

資本金  17,813  17,813

資本剰余金  21,557  21,555

利益剰余金  94,538  94,116

自己株式 △13,633 △13,642

株主資本合計  120,275  119,843

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 △72 △21

繰延ヘッジ損益  0 △9

為替換算調整勘定 △8,728 △8,508

評価・換算差額等合計 △8,800 △8,539

少数株主持分  927  972

純資産合計  112,402  112,275

負債純資産合計  148,499  152,553
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（単位：百万円）

  
当第２四半期連結会計期間末

（平成21年９月30日）  

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表 
（平成21年３月31日）  

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金  7,832  11,374

短期借入金  15,084  14,194

未払費用  7,283  6,804

未払法人税等  509  696

役員賞与引当金  42  83

その他  3,100  3,788

流動負債合計  33,853  36,941

固定負債 

退職給付引当金  3,079  3,101

役員退職慰労引当金  437  401

その他  197  194

固定負債合計  3,713  3,697

負債合計  37,567  40,639

純資産の部 

株主資本 

資本金  17,813  17,813

資本剰余金  21,557  21,555

利益剰余金  90,014  90,506

自己株式 △13,633 △13,642

株主資本合計  115,751  116,233

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 △72 △21

繰延ヘッジ損益  0 △9

為替換算調整勘定 △8,390 △8,138

評価・換算差額等合計 △8,462 △8,169

少数株主持分  927  972

純資産合計  108,216  109,036

負債純資産合計  145,784  149,675
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（２）四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

（単位：百万円）

  
前第２四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

売上高  84,207  58,295

売上原価  48,486  36,164

売上総利益  35,720  22,131

販売費及び一般管理費  24,831  19,392

営業利益  10,888  2,738

営業外収益     

受取利息  210  101

受取配当金  19  9

為替差益 －  30

不動産賃貸料  261  281

貸倒引当金戻入額  1  1

その他  175  121

営業外収益合計  669  544

営業外費用     

支払利息  437  193

為替差損  846 －

持分法による投資損失  13  16

固定資産除却損  34  37

不動産賃貸費用  141  138

その他  75  85

営業外費用合計  1,547  470

経常利益  10,009  2,812

特別利益     

土地売却益  285  103

投資有価証券売却益 －  164

特別利益合計  285  267

税金等調整前四半期純利益  10,295  3,079

法人税等  3,346  1,420

少数株主利益  114  21

四半期純利益  6,834  1,638
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  （２）四半期連結損益計算書 

    第２四半期連結累計期間 

   

（単位：百万円）

  
前第２四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

売上高  82,634  56,168

売上原価  47,639  34,590

売上総利益  34,994  21,577

販売費及び一般管理費  24,851  19,394

営業利益  10,143  2,182

営業外収益     

受取利息  210  101

受取配当金  19  9

為替差益 －  30

不動産賃貸料  261  281

貸倒引当金戻入額  1  1

その他  175  121

営業外収益合計  669  544

営業外費用     

支払利息  437  193

為替差損  846 －

持分法による投資損失  13  16

固定資産除却損  34  37

不動産賃貸費用  141  138

その他  75  85

営業外費用合計  1,547  470

経常利益  9,264  2,256

特別利益     

土地売却益  285  103

投資有価証券売却益 －  164

特別利益合計  285  267

特別損失       

 付加価値税修正損     275  349

 特別損失合計 275  349

税金等調整前四半期純利益  9,274  2,174

法人税等  3,319  1,428

少数株主利益  114  21

四半期純利益  5,840  724
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

  
前第２四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益  10,295  3,079

減価償却費  2,245  1,917

退職給付引当金の増減額（△は減少） △166  117

受取利息及び受取配当金 △230 △110

支払利息  437  193

売上債権の増減額（△は増加） △962 △23

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,912  3,734

仕入債務の増減額（△は減少）  1,842 △3,865

未払金の増減額（△は減少） △443 △296

未払費用の増減額（△は減少）  175  582

その他 △829  374

小計  6,450  5,703

利息及び配当金の受取額  230  110

利息の支払額 △445 △195

特別退職金の支払額 － △391

法人税等の還付額 －  1,928

法人税等の支払額 △5,961 △915

営業活動によるキャッシュ・フロー  273  6,239

投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資有価証券の取得による支出 △2 △608

投資有価証券の売却による収入 －  338

有形固定資産の取得による支出 △1,372 △751

有形固定資産の売却による収入  323  129

無形固定資産の取得による支出 △340 △185

事業譲受による支出 △162 －

その他  54  44

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,499 △1,031

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少）  1,927  249

自己株式の取得による支出 △1,323 △1

自己株式の売却による収入  44  11

配当金の支払額 △2,645 △1,220

その他 △76 △78

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,072 △1,040

現金及び現金同等物に係る換算差額 △45  232

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,343  4,399

現金及び現金同等物の期首残高  29,718  16,688

現金及び現金同等物の四半期末残高  26,374  21,088
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  （３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書  

   

（単位：百万円）

  
前第２四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益  9,274  2,174

減価償却費  2,245  1,917

退職給付引当金の増減額（△は減少） △166  117

受取利息及び受取配当金 △230 △110

支払利息  437  193

売上債権の増減額（△は増加） △153  557

たな卸資産の増減額（△は増加） △6,715  2,802

仕入債務の増減額（△は減少）  1,842 △3,674

未払金の増減額（△は減少） △443 △296

未払費用の増減額（△は減少）  175  583

その他 △530  786

小計  5,735  5,052

利息及び配当金の受取額  230  110

利息の支払額 △445 △195

特別退職金の支払額 － △391

法人税等の還付額 －  1,928

法人税等の支払額 △5,961 △915

営業活動によるキャッシュ・フロー △441  5,588

投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資有価証券の取得による支出 △2 △608

投資有価証券の売却による収入 －  338

有形固定資産の取得による支出 △1,372 △751

有形固定資産の売却による収入  323  129

無形固定資産の取得による支出 △340 △185

事業譲受による支出 △162 －

その他  54  44

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,499 △1,031

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少）  2,643  900

自己株式の取得による支出 △1,323 △1

自己株式の売却による収入  44  11

配当金の支払額 △2,645 △1,220

その他 △76 △78

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,357 △388

現金及び現金同等物に係る換算差額 △45  232

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,343  4,399

現金及び現金同等物の期首残高  29,718  16,688

現金及び現金同等物の四半期末残高  26,374  21,088
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 該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める電動工具事業の割合が、いずれも90％を超えてい

るため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

(注) １．事業区分の方法 

事業区分の方法は、製品の種類の類似性を考慮して、電動工具、ライフサイエンス機器に区分している。 

２．各事業区分の主要製品 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
電動工具 

(百万円) 

ライフ 

サイエンス機器

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は全社 

(百万円) 

連結 

(百万円) 

 売上高           

 (1) 外部顧客に対する売上高  55,581  2,714  58,295  ―  58,295

 (2) セグメント間の内部 

   売上高又は振替高 
― ― ― (―) ― 

計  55,581  2,714  58,295 (―)  58,295

 営業利益  2,048  690  2,738 (―)  2,738

  主要製品 

電動工具 

金工用電動工具、木工用電動工具、コードレス工具、建設用電動工具、 

空気工具（釘打機・ネジ打機・釘打機用コンプレッサ）、木工機械、 

エンジン工具、園芸用工具、家庭用電動工具、集じん機、レーザー測定具

(墨出し器・距離計)、アクセサリ（ダイヤモンド工具、その他消耗部品） 

ライフサイエンス機器 超遠心機、冷却遠心機、小形遠心機、生産用連続超遠心機 
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

  

（５）セグメント情報 

 〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める電動工具事業の割合が、いずれも90％を超えてい

るため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

(注) １．事業区分の方法 

事業区分の方法は、製品の種類の類似性を考慮して、電動工具、ライフサイエンス機器に区分している。 

２．各事業区分の主要製品 

   

  
電動工具 

(百万円) 

ライフ 

サイエンス機器

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は全社 

(百万円) 

連結 

(百万円) 

 売上高           

 (1) 外部顧客に対する売上高  53,454  2,714  56,168  ―  56,168

 (2) セグメント間の内部 

   売上高又は振替高 
― ― ― (―) ― 

計  53,454  2,714  56,168 (―)  56,168

 営業利益  1,492  690  2,182 (―)  2,182

  主要製品 

電動工具 

金工用電動工具、木工用電動工具、コードレス工具、建設用電動工具、 

空気工具（釘打機・ネジ打機・釘打機用コンプレッサ）、木工機械、 

エンジン工具、園芸用工具、家庭用電動工具、集じん機、レーザー測定具

(墨出し器・距離計)、アクセサリ（ダイヤモンド工具、その他消耗部品） 

ライフサイエンス機器 超遠心機、冷却遠心機、小形遠心機、生産用連続超遠心機 
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前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

  

       当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1）アジア……………シンガポール、マレーシア、中国 

(2）ヨーロッパ………ドイツ、フランス、オランダ、英国 

(3）北アメリカ………米国、カナダ 

(4）その他……………オーストラリア 

  

〔所在地別セグメント情報〕

  
日本 

(百万円) 
アジア 
(百万円) 

ヨーロッパ
(百万円) 

北アメリカ
(百万円) 

その他
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は
全社 

(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高                                                

(1）外部顧客に 

対する売上高 
 24,400  5,750  35,446  14,880  3,729  84,207  －  84,207

(2）セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 

 18,995  25,369  179  330  －  44,875 (44,875)  －

計  43,396  31,120  35,626  15,211  3,729  129,083 (44,875)  84,207

営業利益  7,196  2,772  1,335  131  223  11,659 (770)  10,888

  
日本 

(百万円) 
アジア 
(百万円) 

ヨーロッパ
(百万円) 

北アメリカ
(百万円) 

その他
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は
全社 

(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高                                                

(1）外部顧客に 

対する売上高 
 19,785  3,747  20,390  11,570  2,802  58,295  －  58,295

(2）セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 

 7,278  15,352  50  113  －  22,794 (22,794)  －

計  27,063  19,100  20,440  11,683  2,802  81,090 (22,794)  58,295

営業利益 (17)  1,440 (400) (826)  33  228  2,509  2,738
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 〔所在地別セグメント情報〕  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

  

       当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1）アジア……………シンガポール、マレーシア、中国 

(2）ヨーロッパ………ドイツ、フランス、オランダ、英国 

(3）北アメリカ………米国、カナダ 

(4）その他……………オーストラリア  

  

  
日本 

(百万円) 
アジア 
(百万円) 

ヨーロッパ
(百万円) 

北アメリカ
(百万円) 

その他
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は
全社 

(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高                                                

(1）外部顧客に 

  対する売上高 
 24,400  5,750  33,873  14,880  3,729  82,634  －  82,634

(2）セグメント間の 

  内部売上高又は 

  振替高 

 18,995  25,369  179  330  －  44,875 (44,875)  －

計  43,396  31,120  34,053  15,211  3,729  127,510 (44,875)  82,634

営業利益  7,196  2,772  797  131  223  11,121 (977)  10,143

  
日本 

(百万円) 
アジア 
(百万円) 

ヨーロッパ
(百万円) 

北アメリカ
(百万円) 

その他
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は
全社 

(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高                                                

(1）外部顧客に 

  対する売上高 
 19,649  3,763  18,381  11,570  2,802  56,168  －  56,168

(2）セグメント間の 

  内部売上高又は 

  振替高 

 7,278  15,352  50  113  －  22,794 (22,794)  －

計  26,927  19,116  18,432  11,683  2,802  78,962 (22,794)  56,168

営業利益 (66)  1,455  (977) (826)  33 (381)  2,564  2,182
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  前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

      

        当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

(1）アジア……………シンガポール、マレーシア、中国 

(2）ヨーロッパ………ドイツ、フランス、オランダ、英国、ロシア 

(3）北アメリカ………米国、カナダ 

(4）その他……………オーストラリア 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。 

  

  （６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。  

  

〔海外売上高〕

  アジア ヨーロッパ 北アメリカ その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  6,197  35,797  16,150  4,264  62,409

Ⅱ 連結売上高（百万円）                          84,207

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
 7.3  42.5  19.2  5.1  74.1

  アジア ヨーロッパ 北アメリカ その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  4,084  20,890  12,000  3,141  40,117

Ⅱ 連結売上高（百万円）                          58,295

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
 7.0  35.8  20.6  5.4  68.8
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  〔海外売上高〕  

  前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

      

        当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

     （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

(1）アジア……………シンガポール、マレーシア、中国 

(2）ヨーロッパ………ドイツ、フランス、オランダ、英国、ロシア 

(3）北アメリカ………米国、カナダ 

(4）その他……………オーストラリア 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。  

  

 （６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。  

  

  アジア ヨーロッパ 北アメリカ その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  6,197  34,224  16,150  4,264  60,836

Ⅱ 連結売上高（百万円）                          82,634

Ⅲ 連結売上高に占める 

    海外売上高の割合（％） 
 7.5  41.4  19.5  5.2  73.6

  アジア ヨーロッパ 北アメリカ その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  4,100  18,882  12,000  3,141  38,125

Ⅱ 連結売上高（百万円）                          56,168

Ⅲ 連結売上高に占める 

    海外売上高の割合（％） 
 7.3  33.6  21.4  5.6  67.9
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